
 

 

谷岡・棟近 

西岡・福井 

隅田・太田 

山内・廣岡 

 

 帯状疱疹は、体内の水痘（すいとう）・帯状疱疹ウイルスが活

動を再開することで発症します。 

 主に子供の頃に、このウイルスにはじめて感染すると、水ぼ

うそうを発症します。そして、水ぼうそうが治った後も、ウイ

ルスは脊髄から出る神経節という部位に潜んでいます。 

普段は体の免疫力によってウイルスの活動が抑えられているため発症することはあり

ませんが、免疫力が低下するとウイルスは再び活動、増殖しはじめます。そして、ウイ

ルスは神経の流れに沿って神経節から皮膚へと移動し、帯状に痛みや発疹(ほっしん)が出

る帯状疱疹を発症します。 

 帯状疱疹は免疫力の低下によって発症するため、帯状疱疹の予防には、日頃の体調管

理が重要です。食事や睡眠をしっかりととり、適度な運動や、リラックスした時間をも

つことでストレスを減らし、免疫力を低下させないように心がけましょう。 

また、５０歳以上の方を対象としたワクチンがあります。水ぼうそう

にかかったことがある人は、すでに水痘（すいとう）・帯状疱疹ウイル

スに対する免疫を獲得していますが、年齢とともに弱まってしまうた

め、改めてワクチン接種を行い、免疫を強化することで帯状疱疹を予防

します。 

 予防接種は帯状疱疹を完全に防ぐものではありませんが、たとえ発症

しても症状が軽くすむという報告があります。 

 帯状疱疹を発症した場合、抗ウイルス薬で治療を行うとともに、安静と栄養バランス

のとれた食事を心がけることが重要です。 

また、治療中は患部を冷やさないように注意し、痛みが強い場合

はお風呂でしっかりと温まることで、痛みは緩和されます。 

 帯状疱疹の初期症状は様々です。初期症状に気付かず治療が遅れ

るケースもあります。帯状疱疹かなと感じたら、症状が軽くても早

めに医療機関を受診しましょう。 

（看護師 西岡博子） 

 帯状疱疹の症状には個人差がありますが、多くは、はじめに皮膚に神

経痛のような痛みが起こります。痛みは、皮膚の違和感やかゆみ、しび

れとして感じる程度から、ピリピリ、ズキズキ、チクチク、針で刺され

たような痛みや、焼けるような痛みまで様々です。 

その後、水ぶくれを伴う赤い発疹が帯状に現れ、徐々に痛みが強くな

り、眠れないほど痛むこともあります。強い痛みや皮膚の症状は、主に

体の左右どちらかにみられ、３～４週間ほど続きます。 
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